[bookmark: _GoBack]2021.4.10　浦和研究例会
4月の研究例会は、一般企業勤務の埼玉青税会員を講師として、「顧客から見た下請先の事業継続可否について」をテーマに開催されました。
その会員は大手メーカーの購買部門に勤務していて、中小企業との関わりが強いため、非常に興味深い話を聞けました。
取引継続のため仕入先の決算書や申告書をよく調査し、かつ仕入先の現場も確認して良し悪しを判断する姿勢は、一般企業だけでなく、会計事務所の業務にも非常に繋がる内容でした。
例えば、決算書や申告書に異常値が無いかどうか、数字を正しく把握できる人間が仕入先にいるかどうか、設備投資が過不足無く進んでいるかどうか、書類や備品等の整理整頓が進んでいるかどうか等の視点を事例を用いて話す内容は、会計事務所の業務においても非常に重要であり、月次監査等の日常業務をもっと掘り下げて行うべき重要性を痛感させられました。
埼玉青税には会計事務所勤務だけでなく、一般企業勤務の方等、多様な会員がおります。
それだけに、一定の内容に囚われない多様な研修を行えることを示せた貴重な機会となりました。
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